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　ぱ、じ　め　に

1調査四域概説

　§ノ調豊地域
　§2　二巴地域の般麓

山　地　　　　黄多

　§1処彰　烈規
　鳶2　　各、地回癒1について

　§6　浮島プ原め生成、兆三

二　土　：地・刹　用

　焉ノ　地形颯ヒの圃係：

　ゑ2　　ヨニ池利翔の現）苑

　§3　浮茜プ原の二二産土蹴刹昂の衷鑑

低　　す　　o＄

圖　　本　　奨・地　rF

碁デーマヒブ瀦一ルド

　静岡県の東部．東海藍三者原欺ヵ＼ら遊津駅にがけでの敷河湾洛㌔＼に、瀞鶴

ナ原ヒ浮ばRる低回旭舜節ろ．この浮島ケ原からその歯側の蜜鷹山爾麓三面’

に毫舶雌域蒼私酔業論文のフ4一・レ｛地レて送ん鶴ここ三三あ要跡

1歌置し談齢純気嫉耕1濾ま帆ね・砺嘱らく三三く蹄嚇
旺ある。二二ケ原9殖（て昌その名の彦口く．旧訳隠にr浮き三眠」と葛って

敏坪～菰＋坪の酬稲撫妖ド旧き」二って・K瀧に艇って稼動鮪ヒいう痴

象がおこり、文与どおり彦さ属であ．つ鴇・昭勲ノ8年の沼知減・K路・巌工彼蘇

この浮き癒1瞬敏越始珍なく崩、旧来の3年！修、ξ年ノ作ヒいう賦復状

態も脱レて、湿櫨の大都《劇く剛騎壷t、合観わ鋤＼の原野を庚すの捌翌

っ卸しかレ低湿也の椿っ色々の阿肇旧誼然ヒしてこの也或ト旧きな三三

鷺与えている。この様制地域きを．地：募がと，、その上の入尚隻猛を文誕ている土

地剃湘ヒを回心に、その牲裕をヒらえて券飢・．

鈎．8）



汝鑑形と二三旧識

　洞査地域黒子形鯉気二三火傷二二取冠湾漕いの抄桝二三乱の両趣t

面一浮島源修湿齢δつの瓠舳ら威る・購罵士川の通織した砂
酬はゲ（上津千本尉こ至る墨毎智20女・％に亘る洛葬韻バ二成て1先圏・一これ

1詰・て愛鉱山施ヒ鯛｝・生朕醐は・その後の二二織って干記臆っ

元、二汽斌浮島尻原で、「ヨンゼマコ毛職ビの沼沢植集の臼生する濯庖回忌縫

の名湯をヒきめてい愚・こうした或む立ち杁らわがる株ド．浮島プ：原福群山

仰て繊魏頗離旧記麟2・勃〃断の紛バ二面訟訴
善めていみ・

　さく、：泄紡の特低を明ちヵ＼にする為に、2万《ヰ今のノ」紅二二を基晦1、一し

4万赤のノ空キ昇莫の編敏ぴ麗旭調奄f・よ・て覇査二六め顯絃噸製蘇・

継笏赤顛図を作成レた・分翔した地舞多図ぱ、蓑：鷹沢叫裾野・緩斜面：一二回忌爾

閥4総・ジ舷位段丘面・同値肛邸な面・浮島γ二二羨贋湿地・蔭北縁部劇詩愚

同：東語部低巡、浜堤、』洪認めバ・ソク・スローフら．乏して廉堤虹三都〃）’∠た磁

である斌ζの断獅翻二二Zめの麟で、二二原の蝋醗鑑一1（っll
＼・ての寿言を臨み・た。

　ヒころ疋池形ヒエ地利用ヒ継掻慰囲係を椅っの｝二三である山本綱1

に於・ては衝二三極めて慰フ込りした禍互閃係を．騰ってい急・こめこ一と爵蚤沌

励菰ヒ土地利用を対応、こせることドより明らカ＼ドで薩る。言い換えれば．L三

富利脚惣形の数砂な差異をあよく物語っているヒ言える。／額をあび協ヒ

調蛮地域の水田はそのタ2％以上バー毛作1国である。こ匹は言うき｝《もなく

）ド田遭：苛たる浮騎デ原爪群数不二の低山地の為慈あ三七、比二二海択：三訂訟

訴く、士飯斯諏魚鳥旅質地ヒぱ幾介、異なり、．群氷の積鼠妊な匙縁闘山高櫨地、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロロ反び湛堤賑獅に二って二毛子忌プNあ而してい瓦さ（、調蛮二四1・沁て三

盛すこヒの張末ないの慰；駿河潅彊；毎工業地回齢の同題で：あるが、ここ廷七琴

島ケ原の樽っ牲細1賦きな画題を投ぴていゐ幽映ぱ砂～鰍壌ヒ湿疲融騒侵．

交通纂絆等に藤三二砂洲地蒔は．読菜の促成∴準高萩渚、二二轟鰯網懲毒

し・ヌモ毛、スドク辱の業三三ヒしても広く利函さに1濁苗更郊蓑勲回忌

斌強い・それが、近罪農姓の工揚」主毫地への転襖が娃んでい為岱＝回り

の敷地わ二二の段櫃で賦眠られてい為．：二のエ腸地瀞ノヒの同題ヒ、本論・又の

しめくくシを兼ねて、二品ワ原の二言1・どキう土地刊用の亥墨についで最積1二

叡め御たの三流艦鰍晶晶風・うもの鵜温瓦塊氏せして揖末・
を殴りて＝の旧劇・甘して権っ蔑氏賦極めて大さく論＼つ特巽縦の応あ

るヒ題う．
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達お　わ　D　に

　甚だ完熟与り四一トで嵐ある劔，ヒもかくも台旛でフ6fルドを歩き．つ

がんできたもの篭何0＼一一ゆめ形ド巌’・して泳るヒいうこヒぱ年強貴壁な綴験・

盲あウ允ピこの何が恥＼を総力・えって蕉く感脈こヒ奄あった，

郡山盆地、特に郡・山市の地誌

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鎌　形　　菱　奈　子

　縁の阜業論文の題名を郡山盆純の地誌乞厳め6劇・臨・うんな蟄肉贋あ・

乱座す融磁日本の訟大吃水の一つ乞得tている隻覆！脚Kについて、他影

ヒあ囲係、土地剥用への飽きがけ獄ビ驚配する』 �ｾっ知賦、こ脈楓その潅瓢
　コづ
鷹嘆斌」壁式想：両三ドあり、塊三三蚕｝こ右不便慰燕対ビ．又扱ゆ画題斌太巴す

さ碑活力履取硬めた，次い《今年簾の論・文の課畢《ある噸多ヒよ垂々用

即就て重魚、鮒にみていこうとし｝し姻、符に樹形、地贋について資料べ：疋しく

臼介、の魔短調査こだけで溝不や赤砂享、又郡鵡ヒいう地、或は擾菜葡躯め亙史

工業廊市ヒむての栽能慨しに滝える事織直蓋なごヒ細魚叱臨、、単1誕

拝独土濫用姻係鮒を鯨％ヒ、この逸出の庭働噸劇・把渥難ず
脈｝臥ちの傾匂になるの容ぱない為＼ヒ罵った．がかる愚盤を杢（一地霊を蘇

急脚七＝艇察し、騙野｛ミ於て頭辱阿の総復知的な態度をヒDたいと思った。・・

　．たず，夫きく旨然蝦：魔ヒノ＼文緩梶｝て，分け、煎省では気候ヒ麹：彰ド欠きく重

恵をしぼつ糞．

　気候では定ず福島翼適職搾於けるその地理翻笈羅を薩認した敬に、ゴの盆

匙気候’を叡献本墾の央通．り、雲旨本型の会津也ガ、「商，箔の申七型を禾すキ蕗

1∂地葡ヒ比」寵しながら、をの将徴：釜凍みたいヒ隣った。文気候ム工地：心用ド

嵐ぼす影響主ウげ・加え乏バ，こ邑絃気候1切駁らす、名・撚目飼あ回議の閥弓返，

常に：念願一におい潅つ・もりである。

　渕回勅鮒航空顎よよる噸紛一図のイ誠∴爪形衡の壁面記載一三
一i盈ザ夷寳内な作叢：ヒして行ったしこの：章「ミ特ヒ注旨した事は．＝数少肩㌔ト聯

出盤の地形の研究で、盆地地形めキ拡を海める穴梶町一帯毎壷心ヒす6一

六平〕駆短彪をヒり夫視菊状彪として敬って・・る執（井レ《剃馳の扇央部

ド誌てさえ謙受贈ら憩い争池下蜜蝋略してい辞麗扇単調免
赦し軸・事がら、実際の取違蜘禍つヒ規挨球，トさく．扇状地の本瑞断ル

ノ陶な慮骸ド新幸してい＆ヒ恩つたこヒてある。溜池池或である寧も力いゑ
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